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V226b 30–38µmm 中間赤外線観測ユニット TAO/MIMIZUKU MIR-L の開発
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MIMIZUKUMIR-Lチャンネルは、東京大学アタカマ天文台 (TAO)に搭載する中間赤外線観測装置MIMIZUKU
の中で最も長い波長 30–38 µm; 30ミクロン帯をカバーする光学チャンネルである。観測にあたり、30ミクロン
帯以外の光をカットする必要があり、特に星の周りの弱いダスト超過を観測する場合には、短波長のリークは十
分に抑える必要がある。我々はこのリークの量を、「10000Kの黒体輻射が入射した時に 30ミクロン帯で検出され
る光子数に対する、短波長側の光子の総数」で定義し、その目標を 1%と定めた。30ミクロン帯で用いるメタル
メッシュフィルター単体ではこのリーク量 1%は達成できないため、複数のメッシュフィルターを重ねて用いるこ
ととした。フィルターの透過率測定結果をもとに検討すると、メタルメッシュフィルターを４枚重ねる必要があ
ることが分かった。
実際の観測を考えると、30ミクロン帯の大気透過率は大気中の水蒸気量 (可降水量)に大きく影響される。一

方、リーク成分となる短波長側ではこの影響は小さく、水蒸気量によらず一定のリーク光が入ってくることにな
る。この影響をATRAN大気モデルを用いて評価した。結果、可降水量 0.4 mm（TAOサイトでの best 10%）の
時には実効的なリーク量は 2%、可降水量 0.9 mm(TAOサイトでの中央値)の時には 7%になることが分かった。
さらに、このようなリークは星像にも影響する可能性がある。先の実効的なリーク量をもとに星像のゆがみを評
価したところ、可降水量 0.9 mmでも 0.03秒角程度しか FWHMを変化させないことが分かった。また、フィル
ター４枚をフィルターホイールにセットするための治具も国立天文台先端技術センターの協力のもと作成した。


